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№ D-124 

【様式２】 

部門名： 
校内研修プログラム開発・実践部門 
 

エントリー名： 
北海道留萌市立留萌小学校 教諭 山本泉美 
（平成 30年度第３回中堅教員研修） 

活動名： 

指導力の向上を図る校内研修 ～学び合い，高め合う教員の育成～ 

解決すべき課題： 
本校は全校児童３０４名，全１７学級，教職員数３７名である。平成２６年度より学校力向上に関

する総合実践事業の実践指定校として，毎年，初任段階教員が１～２名ずつ配属されることから，現在，
本校には１年目から４年目までの初任段階教員が７名所属しており，学級担任の４割を占めている。 
教職員は，研修意欲が高く，学校全体で若手教員を支え，育てていこうという気風が醸成されている一方

で，個々のキャリアや経験，意識の差から取組や成果に差異が見られている。 
そのため，本校では，各教職員のニーズに応じた校内研修の充実を図ることとした。 
目標・方針： 
校内研修では，「組織的・協働的な課題対応・解決能力」「人材育成に貢献する力」等の育成・向上も踏ま
え，効果的・効率的に推進できるよう，研修の種類について整備を図り，年間計画を作成した。 
（１）研修の種類 

 名称 対象 具体的内容・備考 

１ 授業改善に関する
研修 
〔教師力向上〕 

…60分程度 

全教員 算数科。年３回の検証授業と年１回の公開授業の参

観，研究協議の実施 

ブロック別 
教員 

低・中・高学年で構成。検証授業の学習指導案検討，

模擬授業等の実施 

２ 教育課題に応じた
テーマ研修 

  …60分程度 

全教員 道徳科，特別支援教育，学力向上，生徒指導事例研，

外国語教育，学級経営等 

※算数科以外の内容 

３ ブラッシュアップ 
（メンター）研修 

…30分程度 

初任段階教員 ２チームで構成し，研修内容の一部をチーム内で相談

して決定 

ミドルリーダー 初任段階教員以外を対象として実施 

 ※上記以外に紙面研修として指導力向上通信「むすぶ」の発行，各機関の研修資料の周知・回覧を行う。 
（２）年間計画 

 授業改善研修 
教育課題に応じた 

テーマ研修 
ブラッシュアップ 
（メンター）研修 

４月   18 ①顔合わせ・生徒指導 

５月 
11理論研修 
 

24 道徳①〔理論〕 
29 特別支援①〔児童理解〕 

22 ②家庭科の指導法／ 
清掃・係・当番活動の指導法 

６月 21検証授業①  26 ③所見の書き方 

７月 
 19 学力向上①〔目標指標の達成に向けて〕 

25 保健指導〔救急処置〕 
 

８月  17  生徒指導事例研 23 ④初任段階教員同士の学び合い 

９月 
６ 検証授業② 
27指導案検討 

 20 ⑤器楽合奏の指導法 

１０月 
18指導案検討 26 学力向上②〔全国学力学習状況調査

の分析，国語科の学習指導〕 
１ ⑥《初任》保健指導 

《ミドル》初任段階教員との関わり方 
１１月 16教育実践発表  26 ⑦道徳の授業づくり 
１２月  21 外国語〔理論＋演習〕  

１月 
 15 学級経営研修〔hyper-QU 活用〕 

  特別支援②〔児童理解〕 
24 学力向上③〔目標指標達成率の結果〕 

 

２月 
1 指導案検討 
15検証授業③ 

 15 ⑧メンティ―交流会（初任段階
教員数名の授業参観） 

３月 4 研修のまとめ １ 道徳②〔理論＋演習〕  
 

活動内容： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動の成果： 
〇 知識等を伝達する「講義」「説明」と，アクティブ・ラーニング型である「協議」「演習」等の研修形式を適切に
組み合わせながら実施することで，教員は主体的・協働的に研修に取り組むことができた。 

〇 研修の内容を教科だけでなく，学習指導の基盤となる学級経営や器楽合奏などの実技研修を組み合わせ
ることによって，研修意欲を高めることができた。 

〇 初任段階教員は，自ら企画した研修の講師の経験を通して，学習指導要領の重要性や分かりやすく説
明することの大切さを実感し，研修に臨む意識に変化が見られた。 

〇 研修の講師は各分掌や学校力向上プロジェクトチームのチーフ・リーダー等が行うようにしたことで，それぞれが
専門的な知識・技能を身に付けるように努め，初任段階教員の指導助言に生かすことができた。 

〇 紙面研修を継続的に行い，通信のタイトルのキーワード等を工夫することで，職員室で何気ない会話を生
み出したり，日常の指導を意識させたりする情報提供・共有ができた。 

〇 研修の終末に自己評価や今後の取組を整理する振り返りの機会を設定することで，教員が研修を通して
得られた成果等を日常の授業改善や学級経営等にスムーズに生かすことができた。 

〇 校内研修が OJT として機能することで，初任段階教員の人材育成だけでなく，全ての教職員の人材育成
の体制づくりにつながり，さらに，教え合いを丁寧に進めることで，互いの信頼関係を高め，職場内の人間関
係を醸成することができた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  
・ ねらいや意図に応じた研修形態や内容を適切に選択し，複数を組み合わせて実施 

 ・ 日常の職務を通して，教職員として必要な知識や技能，態度等を組織的，計画的・継続的に高めていく   
 取組（OJT） 

 

各学期１～２回程度…先輩教員の

日常の授業参観（国語科・算数科） 

授業改善に関する研修 

【理論研修】        【検証授業の参観】            【グループ討議（ワークショップ型）】 

紙面研修教育課題に応じたテーマ研修 

【道徳科研修】             【外国語教育研修】 

ブラッシュアップ（メンター）研修 

【実技研修】        【ミドルリーダー対象研修】       【初任段階教員が企画した研修（様子と評価表）】 


